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令
和
元
年
度
は
、
地
域
福
祉

活
動
支
援
計
画
・
強
化
発
展
計

画
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
み
え

21
プ
ラ
ン　

第
４
期
計
画
」
の

４
年
目
と
し
て
、
社
会
情
勢
や

制
度
施
策
の
動
向
な
ど
も
踏
ま

え
、
本
会
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
べ
く
、
①
「
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
に
向
け
て
の
取
り

組
み
、
②
大
規
模
災
害
対
策
の

推
進
、
③
福
祉
・
介
護
人
材
の

確
保
、
定
着
、
育
成
の
支
援
、

④
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援

を
重
点
事
業
と
し
て
、
各
種
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

特
集
で
は
、
重
点
事
業
の
評
価

及
び
今
後
の
課
題
と
決
算
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

重
点
事
業 

１

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
の
取
り
組
み

主
な
事
業

◆
第
４
期
計
画
の
検
証
と
評
価

◆
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
み
え
プ
ラ

ン
の
策
定

◆
関
係
団
体
等
と
の
連
携
の
あ
り
方

の
検
討

事
業
評
価

○
社
会
情
勢
や
制
度
・
施
策
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
み
え
21
プ
ラ
ン
第
４
期
計

画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
新
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
み
え
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

○
社
会
福
祉
施
設
種
別
代
表
者
会
議
を

分
野
別
に
開
催
し
、
例
年
よ
り
深
く

議
論
・
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
、

県
知
事
と
の
懇
談
に
向
け
て
課
題
整

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

○
今
後
は
、
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
み
え
プ
ラ
ン
の
進
捗
管

理
や
評
価
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
く
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
三
重
県
地
域
福
祉
活
動
推
進

協
議
会
や
各
種
別
協
議
会
等

と
連
携
・
協
力
し
、
継
続
的

に
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

重
点
事
業 

２

大
規
模
災
害
対
策
の
推
進

主
な
事
業

◆
福
祉
関
係
団
体
と
三
重
県
と
の
協

働
に
よ
る
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築

◆
三
重
県
広
域
受
援
計
画
に
お
け
る

介
護
職
員
等
の
受
入
に
関
す
る
計

画
の
推
進

事
業
評
価

○
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
整
備
に

つ
い
て
は
、
部
会
を
設
け
、
福
祉

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）

と
三
重
県
広
域
受
援
計
画
に
お
け

る
介
護
職
員
等
の
受
入
れ
に
関
し

て
、
具
体
的
な
推
進
方
針
を
策
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
重
県
及
び

関
係
福
祉
団
体
と
、
災
害
時
に
お

特
集
令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会  

事
業
報
告
・
決
算
の
概
要

事
業
報
告
・
決
算
の
概
要
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け
る
福
祉
支
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

○
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
支
援

に
つ
い
て
は
、
推
進
方
針
や

協
定
に
基
づ
き
、
三
重
県
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
派
遣
者
等
へ
の
研

修
、
訓
練
等
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

重
点
事
業 

３

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、

定
着
、
育
成
の
支
援

主
な
事
業

◆
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
や
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
無

料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

◆
職
場
体
験
事
業
、
福
祉
・
介
護
の

魅
力
発
信
事
業
の
展
開

◆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
生
活
援
助

従
事
者
研
修
（
新
規
）
な
ど
の
開
催

◆
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
運
用

事
業
評
価

○
福
祉
・
介
護
の
魅
力
発
信
事
業

に
つ
い
て
、「
令
和
元
年
度
介
護

現
場
革
新
会
議
（
三
重
県
に
お

け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
）」
に
て

「
学
校
訪
問
等
の
強
化
に
向
け
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
等
制

作
」、「
教
員
の
イ
メ
ー
ジ
改
善

に
向
け
た
介
護
等
体
験
受
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
作
成
」
を
行
い
、

学
校
授
業
の
枠
を
超
え
た
事
業

が
実
施
で
き
ま
し
た
。

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
皇
學

館
大
学
と
共
催
す
る
こ
と
で
、

受
講
者
層
の
拡
大
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

○
三
重
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
み

え
の
ほ
い
く
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
事
業
所
、
求
職
者
双
方
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

○
福
祉
・
介
護
の
魅
力
発
信
事

業
で
は
、
教
職
員
や
保
護
者

に
向
け
た
取
組
の
強
化
が
必

要
で
す
。

○「
み
え
の
ほ
い
く
」
の
活
用

を
含
め
、
登
録
者
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
の
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

重
点
事
業 

４

生
活
困
窮
者
等
の
自
立

支
援

主
な
事
業

◆
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

等
の
実
施
（
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
）

◆
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
け

る
市
町
社
協
支
援
の
強
化
と
成
年

後
見
制
度
の
推
進

◆
市
町
社
協
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
の
連
携
に
よ
る
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
の
実
施

事
業
評
価

○
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

支
援
調
整
会
議
を
定
例
開
催
と
し

た
こ
と
で
、
個
々
の
相
談
案
件
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
情
報
共
有
で

き
、
プ
ラ
ン
作
成
数
も
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。

○
生
活
福
祉
資
金
の
債
権
管
理
の
一

環
と
し
て
、
全
市
町
社
協
へ
の
訪

問
を
開
始
し
、
取
組
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
職

を
失
っ
た
り
、
収
入
減
に
つ

な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
各
種
事
業
が

連
携
し
、
自
立
支
援
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
全
市
町
社
協
実
施
方
式
へ

移
行
し
て
お
り
、
新
し
く
業

務
を
受
託
し
た
社
協
を
中
心

に
支
援
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

パイロット事業で作
成したプロモーショ
ンビデオの内容はコ
チラでもご覧いただ
けます。
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A  収入合計
818,800,089

B  支出合計
867,869,836

会費収入
32,604,466

分担金収入
52,807,000

経常経費
補助金収入
252,299,000

受託金収入
184,577,820

事業収入
82,048,466

負担金収入
8,732,300

助成金収入
3,538,100

受取利息
配当金収入
168,163

その他の収入
9,628,235

その他の活動による収入
121,325,418

寄附金収入
691,850

人件費支出
246,219,992

事業費支出
221,905,321

事務費支出
240,405,826

助成金支出
18,598,798

負担金支出
16,436,060

固定資産取得支出
870,760

積立資産支出
111,842,886

その他の特別損失
80,975,000積立資産取崩収入

105,093,409
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決算決算のの概要概要令和令和元元年度年度

一般会計　資金収支計算書
本会財政は、会費収入、関係団体からの分担金収入、県補助金収入、県受託金収入、全社協か

らの負担金収入、研修会等参加費収入が主となっています。
令和元年度の一般会計決算は、収入の合計が約 8 億 2 千万円、支出合計が 8 億 7 千万円で、当

期末支払資金残高は約マイナス 5 千万円となりました。主な要因は、貸付事業によるもので、貸
付原資を貸付金として支出しているためです。

収　入
（単位：円）

支　出
（単位：円）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和２年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のために！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK19-14131 2020.2.7作成〉

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。
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三重県社会福祉事業職員共済会三重県社会福祉事業職員共済会
令和元年度

事 業 報 告
一財）三重県社会福祉事業職員共済会では、県内の民間社会福祉事業に従事する職員が安心し

て働くことができる福祉現場となるよう、退職手当や見舞金給付を行っています。
また、福祉職場の福利厚生の充実を図ることを目的として、福利厚生センター各種事業を実施

しています。

令和元年度　会員異動状況
入会者数：1,842 名　　退会者数：1,676 名
総会員数：14,624 名（令和２年３月 31 日現在）
※総会員数には事務手続き上、反映されていない退職者を含みます。

退 職金等給付事業

福 利厚生センター（ソウェルクラブ）事業

財 産目録

福利厚生センター加入状況（令和元年 10 月１日現在）
138 法人 ／ 7,261 名
❶ 会員交流事業
　◉宿泊ツアー　参加者：158 名
　　〔ディズニーリゾートとお台場散策ツアー〕

　◉日帰りツアー　参加者：307 名
　　〔夏の京都、浴衣でぶらりまち歩きと京イタリアン〕〔吉本新喜劇観劇ツアー〕
　　〔秋の松茸宝探し＆松茸＆飛騨牛食べ放題〕〔グルメランチ〕

　◉交流イベント　参加者：149 名
　　〔グラスアート体験〕〔あらびきウインナー作りとＢＢＱ〕〔イチゴ狩りへ行こう〕

　◉スポーツ観戦、演劇・ミュージカル・コンサート鑑賞　参加者：529 名
　　〔プロ野球・サッカー観戦〕〔ディズニー・オン・アイス〕〔劇団四季ミュージカル〕〔宝塚歌劇団ミュージカル〕など

　◉映画鑑賞券の割引販売・県内（県外）施設利用補助券の配布
　　〔イオンシネマ・109 シネマズ・各種映画鑑賞券〕　販売数：7,922 枚
　　〔ナガシマスパーランド・鈴鹿サーキット・鳥羽水族館・リトルワールド〕　利用数：1,562 名　

❷ 地方委託講習会
　◉レクリエーション講習会　令和２年１月 17 日　受講者数：12 名
　　講師：一般社団法人三重県レクリエーション協会　事務局長　津幡 佳代子 氏

退職給付金支給件数／金額
普通退職 1,417 件 893,243,776 円
死亡退職 8件 4,826,917 円

公務傷病・死亡退職 －件 －円
会員掛金負担分返還 272件 4,929,700 円

合　　計 1,697 件 903,000,393 円
見舞金給付件数／金額

死亡弔慰金 8件 400,000 円
災害見舞金 2件 60,000 円
合　　　計 10件 460,000 円

資
産
の
部

科　　目 金　　額

負
債
の
部

科　　目 金　　額

流動資産
預　　金 302,246,190 円

流動負債
前受金 1,000 円

未 収 金 57,292,440 円 未払金 373,321 円
預り金 900円

固定資産
基本財産 3,000,000 円 固定負債 引当金 12,170,436,661 円退職者管理システム等 2,534,581 円
信託財産 11,808,738,671 円 負 債 合 計 12,170,811,882 円

資 産 合 計 12,173,811,882 円 差引正味財産 3,000,000 円

財 産状況

❶ 退職手当金必要額（令和２年３月末現在）
　 要退職給付総額：11,735 百万円　　総資産額：12,170 百万円
　 税 引 後 資 産 額：11,950 百万円　　充 足 率：101.8％
　 令和元年度退職手当共済資金運用実績値（年利）　予定利率：2.00％　実績：△ 1.73％
❷ 退職手当金積立率（平成 31 年３月末現在）
　 支払備金＋数理債務：14,433 百万円　　退職給付引当金：11,935 百万円　　積立率：82.7％
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④
足
を
肩
幅
に
開
い
た
ま
ま
、
①
～
③
の
動
き
を

左
右
対
称
に
し
て
同
様
に
行
う
。

（
①
～
④
を
各
２
回
行
う
。）

❼
も
も
上
げ

①
両
手
を
前
に
伸
ば
し
、
て
の
ひ
ら
を
上
に
向
け

軽
く
握
り
両
肘
を
曲
げ
体
に
近
づ
け
な
が
ら

右
足
の
太
も
も
を
あ
げ
て
両
腕
を
お
ろ
す
と

同
時
に
太
も
も
も
下
ろ
す
。

②
①
と
同
様
に
左
足
を
あ
げ
て
下
ろ
す
。

（
太
も
も
を
あ
げ
た
ま
ま
の
状
態
で
、４
呼
間
キ
ー

プ
す
る
。
２
呼
間
で
も
よ
い
。）

（
①
、
②
を
各
６
回
行
う
。）

❽
ス
ク
ワ
ッ
ト

①
足
を
肩
幅
に
開
き
、
両
腕
の
肘
を
そ
れ
ぞ
れ
の

膝
に
ゆ
っ
く
り
つ
け
る
よ
う
に
し
ゃ
が
ん
だ

姿
勢
を
作
り
、
元
の
位
置
に
ゆ
っ
く
り
戻
す
。

（
４
回
行
う
。）

ま
と
め

以
上
が
、
健
康
体
操
の
一
連
の
流
れ
に
な
り
ま

す
。
す
べ
て
の
動
き
を
行
う
と
、
全
身
の
運
動
に

つ
な
が
り
ま
す
。
全
て
の
動
き
を
行
う
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
で
き
る
範
囲
で
無
理
せ
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
好
き
な
音
楽
を
流
し
な
が
ら
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
動
い
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

２
号
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
た

健
康
体
操
の
動
画
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
８
つ
の
動
き
の
う
ち
の
後
半
４
つ
の

動
き
を
紹
介
し
ま
す
。
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
姿
勢

を
意
識
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
１
つ
１
つ

の
動
き
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

❺
か
か
と
と
つ
ま
先
の
運
動

①
右
足
を
前
に
出
し
、
右
足
の
つ
ま
さ
き
を
上
に

む
け
て
右
足
の
裏
側
を
伸
ば
し
元
に
戻
す
。

②
①
の
動
き
を
左
足
で
行
う
。

③
右
足
を
前
に
出
し
、右
足
の
か
か
と
を
浮
か
し
、

右
足
を
伸
ば
し
て
元
に
戻
す
。

④
③
の
動
き
を
左
足
で
行
う
。

⑤
右
足
を
体
の
右
横
に
出
し
、
右
足
の
つ
ま
先
を

外
側
に
向
け
、
右
足
の
か
か
と
・
つ
ま
先
・
か

か
と
の
順
に
地
面
に
つ
け
て
戻
す
。

⑥
⑤
の
動
き
を
左
足
で
行
う
。

❻
振
り
の
運
動

①
足
を
肩
幅
に
開
い
て
、
両
手
を
体
の
右
上
か
ら

左
上
へ
、
指
先
が
地
面
を
向
く
よ
う
に
足
の
前

を
通
り
半
円
を
描
く
よ
う
に
ま
わ
す
。

②
両
手
を
体
の
左
側
か
ら
右
側
へ
、
①
と
同
様
に

半
円
を
描
く
よ
う
に
ま
わ
す
。

③
両
手
を
右
上
か
ら
時
計
回
り
で
指
先
が
地
面
、

天
井
の
順
に
向
く
よ
う
に
円
を
描
き
、
一
周
半

ま
わ
し
て
体
の
左
上
で
止
め
る
。

岡
村
　
千
枝
子
　
氏

三
重
県
健
康
体
操
連
絡
協
議
会
理
事

長
、（
社
団
）
三
重
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
副
会
長
、
津
市
健
康
体
操
連
絡
協

議
会
会
長
。

健
康
体
操
・
リ
ズ
ム
体
操
指
導
や
、
福

祉
施
設
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

講
師
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
に 　
　
　

け
る
な

負

お
家
で
出
来
る
健
康
体
操

お
家
で
出
来
る
健
康
体
操  

❷❷

連 載連 載中
高
年
の
た
め
の
健
康
体
操

（
リ
ズ
ミ
ッ
ク
モ
ー
シ
ョ
ン
）

こ
の
連
載
で
は
、
自
宅
で
出
来

る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
方
法
等
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

前
回
に
引
き
続
き
自
宅
で
出
来

る
健
康
体
操
を
岡
村
千
枝
子
先
生

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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iinformationnformation
第 5 回地域における支えあい活動セミナーを
開催します！
　地域共生社会の実現に向け、支え合う地域づくりが求められる中、
地域における多様な生活課題の解決に向けて、各地で既存の活動を活
性化させたり、新たな活動を立ち上げたりといった、住民の主体的な
支え合いの取り組みもたくさんあります。
　こうした取り組みについて、活動発表会を通して参加者相互に学び
合うために、セミナーを開催しますので、お誘いあわせの上、ぜひご
参加ください。

日　時　令和２年８月 12 日（水）13：00～ 16：20
会　場　三重県総合文化センター　中ホール、ギャラリーほか
　　　　（住所：津市一身田上津部田 1234）
対　象　地域での支えあい活動に取り組んでいる方
　　　　地域での支えあい活動を支援する方（社協、行政等）
　　　　その他、地域での支えあい活動に関心のある方
参加費　無　料
その他　セミナーの詳細・申し込み方法は、下記の
　　　　URLまたは、右記QRコードよりご確認下さい
　　　　三重県社会福祉協議会HP
　　　　URL　http://www.miewel-1.com/

お問い合わせ　　三重県社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　　　　　TEL　059-227-5145
※本セミナーは共同募金配分金を活用して開催します。

職場体験事業の受入施設を募集しています！
　三重県福祉人材センターでは、福祉のおしごとに関心のある方に実際の
職場を体験する機会を提供し、知識・理解を深めていただくことにより円
滑な就労支援、福祉職場への人材参入を促進することを目的に職場体験事
業を実施しています。
　受入施設として登録していただける場合や、ご不明な点はご連絡ください。

募集施設　三重県内の社会福祉施設（高齢・障がい・児童＜保育所・園含む＞）

募集期間　令和２年６月～令和３年２月（予定）
年間を通じて体験希望者からの申込みを受付け、日程調整の
うえ２～ 10日の間職場体験をしていただきます。

体 験 者　福祉、介護の仕事に関心のある方（これから就職を考えてい
る方や福祉関係の資格を有しながら福祉関係の仕事に就いて
いない方、学生等）

そ の 他　
・受入施設には、「職場体験受入負担金」として、体験者１人あたり5,892
円／日をお支払いします。

・事故等に備えた保険加入の手続きは当センターが行います。
・体験希望者の意向に沿って受入施設を決定しますので、受入施設の登
録をしていただいても、受入のない場合があります。

・新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、安全に受入ができる時期
や方法等を相談のうえ、実施いたします。（再流行により実施に懸念
が生じた場合は休止することがあります。）

お問い合わせ　三重県福祉人材センター　職場体験事業担当
　　　　　　　TEL　059-227-5160　　FAX　059-222-0170

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

令和２年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈SJNK19-12918　2020.2.10 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ
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ありがとうメッセージありがとうメッセージ
心も一緒に届いています心も一緒に届いています

社会福祉法人　大台町社会福祉協議会

やさしさが詰まったお弁当の提供
この高齢者給食サービスは、赤い羽根募金活動に協力を頂いております子供
から大人までの様々な方の沢山のやさしさが詰まった、ほっとする「あったか
お弁当事業」です。
利用している方はもとより県下でも上位の高齢化率を
誇る大台町で、高齢の方が孤独を感じることなく元気に
安心して暮らせるよう、栄養ある暖かいお弁当の提供と
見守り活動に取り組んでいます。
皆さまの暖かいご支援のおかげで赤い羽根共同募金よ
り配分金を頂くことができ、大台町内の福祉活動を推進
することが出来ています。
赤い羽根を通じ多くの皆様からお寄せいただきますご
寄附に深く御礼申し上げます。

一般社団法人　一志パラサポート協会

荒廃地のための草刈機を購入しました
今まで通常の草刈機を使うには難しくて参加できなかった利用者さんが、受配
事業で購入させていただいた歩行型の草刈機で作業できるのがうれしくて、順番
待ちで作業をしています。この「ありがとう」の感謝の気持ちをどうしたら伝え
られるか？利用者さんとともに考えています。
利用者さんが喜ぶ草刈機を購入できたこと
が、工賃アップの実現につながっています。今
年も募金活動に参加していきます！

平成 30年度一般配分

平成 30年度一般配分


